
川村俊枕 ･31!弦 ･御瓜剛1)伊雌R.llL-7-2)
ItJ相克故を代-tRとする上陀研究において.こホソザル

･クスキ ･キツネの研究を行ない,爪林菜との関係およ
びLL:氾ミ'-tT=的竹理JJ俄 の考究を行なった｡またアカネズミ
･ヒメネズミについて同様な研兜の叩附な行なった｡

論 文

1) Kawamum,S.(1973):AdaptationofJapanese

largcImmmals to secondaryforest.Proc.East

AsianRegionalSem.,Japan.Nat.Commit.IBP

I)P.57-70.

2) Kawamura,S.(1973);Thel'reSentSitu'ltionof
JalILInCSCmonkeysintheirnaturalhabitat.Pr∝.

lCLAAsianPacificMcet･hb･Anill一.ExperiHl.

Ani･,vo1.22.suppl.l叩.453-459.

3) Kawai,M･andU.Mito(1973):Quantilativestudy

ofactivitypattemsandposturesofFormosanmom.

keysbytheradio-tclemetricalteclmique.Pn･maLes

14:lT)-1()4.

報 告 そ の 他

1)川村俊放(1973):紀伊半仏力三部における哺乳好iの分
和について｡野生耽銃の保誠と放林菜への被flB防除

の益田的研究.昭和48年皮研究報告 pp.16119｡

2) jLl故 (1974);抑井卵即こおける旧任形成と郡れお
ちoオスの吐括兜-ニホソザル地域個体群の研究Ⅰ

(和四一雌 ･31ミ滋 ･杉山率丸和)pp.12-21｡出兵
机研究所｡

3) 加泣(1973):御岳山地域の叩乳動物｡日独群暁保全
地域映祁地学的調査報岱iLir,御rG･惜郷白山l'P.21

-30｡岐阜邦O

学 会 発 表

1) 沫林他生の変化とニホソザル分布の歴史的変動

51! 滋

哨乳現研究グルーブ研究会シソポジ

ウム ｢喝乳現と自然保護｣(1973)

2) 下北-'['･･f:.')のこホソザルの生活と行動
力三 弦

日本物物心PJ!'111':金紗33回大会シソポジウム (1973)
3) Originofhominidhuntings-from theperspcc･

tiveofprimatology.

1)研岱尺

2)研修員

AkiraSuzuki

lXthlnternalionこIICongressofAnthropological

undEtlmologicalSciences,Chicago(1973).

.変異研究部門

野沢 謙 ･江原昭善 ･和田一雄

四郎朗達 ･庄武孝義

研 究 概 要

1) ニホソザルJJ潤 の桝出に関する数理的研兜

●野 沢 謙

ニホソザルにはその社会耶池の叩位として郡れの存在

が稚拙されている｡郡れの迫伝･:7:的和劾サイズ,郡れの

川の拶山人埠ミなどは.ニホソザルJJS凹の退伝,lI'=的桝造と

動態を文WLlするZIi公なパラメーターである｡従来から番

机しているニホソザルの社会.dilE7(･学的知見を利用し
て,これまでにニホソザルの迫伝学的和劾サイズを推定

してきたが,2)のテーマとも漕拝な閉路があるので.こ

れと閃逃させて次のパラメーターを拡延すべ く日下Yf料

収Jhl)である｡

2) サルの田自多型現象の探索と退伝的変b'ち性の定見化

野沢 耽 ･庄武夢虫

3'立伝的多型現象の存在を明らかにし,そのMl皮分-Jげを

もとにして,ニホソザルの柴田の柄造と動1LB.を統計学的

に解明せんとするもので,昨年皮までにユホソザル35郡

約1.300頚分の汗料を収集し,群ごとの退伝子桝成を明ら

かにして群問の迫伝的距離と地理的距離の関係からこホ

ソザルの移動距離について考察した｡また他の Macaca

属のサルについて磯ごとの退伝子構成を明らかにし,梯

間の遺伝的関係を明らかにすべ く研究を開始した.これ

については1974年度の日本遺伝学会で第一報が苑袈され

るはずである｡

3) ニホソザルの先天的四肢寄型への遺伝学的アブFl-

チ

野沢 維 ･旺武孝汲

ニホソザルの榊 寺山.臥牛111,淡路):1などの郡に多指

する四肢布型が退伝的支配な受けているか-打かな明らか

にすべく研究が統行されている｡これまではJJl同の布型

山砂 こLX]するもソサスから統計迫伝'If:的ソj法なもちいて

分析を行なってきたが,今咋皮は淡路山野tは公苑のtgJプ)

を相,交配火映なmW7した｡

4) 家市化現象のLX潤 辺伝学的研究

野沢 放 ･庄武夢虫

在来gfi家畜とそれらの野生原朝の迫伝学的野外調査,

および家筋と野生原租の迫伝的交流に関する調査によっ
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て,家畜化現象そのものの突態を糸田退伝学的に解明す

べく研死が統行されている｡この日的のために1974年秋

に刃描く大学の文部省科研鄭こよる海外学術調査の隊員と

tJて庄武がマt'-シア連邦に出張する予定である.

5) 訟長机各分析群の頭骨諸形質の形態学的研究

江 原 旧 善

1. 年報vol･3記載の狭鼻猿各分析群の顎骨発達様式

の研究は完了｡

2. 現在,頭部支持機構に関する形磁学的分析を行な

いつつある｡

3. 1973年度冬学期キール大学理学i'J邦人析学教室に客

員教授として赴任,当教室の冬学期中心講義である

人析系統的を担当.

6) 志究高脚こおけるニホソザルの冬期の遊動

不lIu 一 肌

志賀指節地は谷B2郡について冬期の泊り切の特性,1

日の移動Gti肌 食物になる樹種とその利用嫉皮,遊動域

抑こおける土地利川を刻明に追払 調査したO同C群で

は4iijin捜してイL,ズミし,体正,体長など生体計測を

して稲びはなした｡全朗数について同校の調査を行な

い,四季による作正変化を-lW.]査するo又上信越山岳地域

の広域調査の一群として雑瓜仙 仏野川の分布調査を行

ない,4郡の存在を確認した｡

7) クマオソヒマラヤ西部のアカゲザルの吐lLB.

和 tu 一班
ツムラ周辺のアカゲザルの秋 ･冬における遊動様式を

気象･食物との関係の中で分析した｡

8) 高崎山生息ニホソザルの行動と個体群動態
西 郁 田 近

行動研兜については現地調査を1回やったのみでもっ

ぱらここ数年とってきたデータの生理を行なったo個体

那加掛 こついては,生活史部門の杉山串丸氏,大沢秀行

氏および-)胴 即死R榔 I.･磁-氏と共同でセソサスな行な
った｡

9) アマ'/ソ上流域における広舟泣煩の社会生態学的研

兜

西 都 窮 迫

llJ731l'･10JJから翌ili3Jjにかけて口本モンキーセソク

ー南米調立脚こ加わり.コロソビア田,カケタ河の支流

べネジヤ川流域で,9属10位のサルの調査を行ない,と

くにウ-1)-モソキーについてかなりの知見を得た.盟

長抗のなかで社会生態学的な情報の潜るしく不足してい

る広tl.1独規の調査は今後も続ける予定である｡

論 文

I) Ishimoto,G.,M.KuwataandT.Shotakc(1974):

Polymorpllismofrd cellNADp-dependentis∝it･

ratedehydrogenaseinmacaquemonkeys.J.an.

LhroA.Soc.NiIAon82:52-58.

2) Ehara,A.(1974):MethodischesヱumPrognatllie-

Problem beim morphologischen Verglcich Yon

Primatcnschadeln.Z.MoTAh.AIZLhTOA.66(1):83

-9･1.

3) Nishimura,A.(1973):ThethirdEissiol10fJapan･

eselnOnkcygroupatTakasakiyama.InBEhavl'oTaE

RcgutaLoT∫Of BchauioTi78PTimaLes.(Carpcnlcr,

C.R.ed.)pp.115-123.AssociatedUniv.1'rcss.

4) Masui,K.,A.Nishimura,H.OhsawaandY.

Sugiyama.(1973):PopulationstudyofJapancsc

monkcysatTakasakiyama.J.anthTOP.Soc.Nz'AAot1

81(4);236-248.

5) Nishimura,A.(1973):Agechangesofthevoml･

Iizationinfree-rangingJapanesemonkeys.FJmA.

zvLhZtZL.CotlgT.PTimaL.1:76-87.Kargcr,Basel.

6) Itani,∫.,andA.Nishimura(1973):Thestudy

ofinfrahumancultureinJapan.Areview.Fu･mA.

zvLhhL.CoIZgT.PTimaE.1:26-50.Karger,Bascl.

報 告 そ の 他

1) 野沢談･庄武夢虫(1974);ニホソザルにおける郡内

および郡問の退伝変只.オスの生活史-ニホ'/ザル

地域個体郡の研究I (和田一雄･北淡･杉山串丸

尉)pp.63-69.宝長規研究所｡

2) 和田1雄 (1973):ヒマラヤ山故のアカゲザル｡･モ

ソキー17(3･4):6-13｡
3) 四郎疏達 (1973):高崎山自然郡で観がされたニホ

ソザルの母一子関係.霊長規研究所共1粥 川j研究会

｢行劫祝祭の基本的力法と記述の客紋化｣報岱炎
pp.43-56｡笠と長規肝究所｡

4) 西郎厳達(1974):ウ～1)-モソキーを迫って｡モソ

キー18(1):16-23｡

5) 増井怒一･杉山率九･四郎蹴達･大沢秀行(ltJ74);

高崎山生息ニホンザルの生命袈(予報)｡オスの出占
史-ニホソザル地域個体群の研兜工 (和uト舵 ･刀i
滋 ･杉山串丸糾)pp.47-54｡三盟放方脚光iDJr｡

学 会 発 表

1) ニホソザルの迫伝的変災性 I.郡内変災
庄武夢虫 ･大介よし子

田名部雄一･野沢 鎌

第45回日本迫伝学会 (1973)
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2) ユホソザルの退伝的変只性 1【.郡問'A'タも

野沢 放･旺武孝丑

約45回日本退位学会 (1973)

3) こホソザルにおいて耶持btも的に見られる Adcnylatc

kinase(AK)および EsteraseAl(EsAl)座位の多

型現象について

旺武孝汲･大介よし子

北島正子･野沢 謙

抑27回日本人現学会口本

民族学会迎合大会 (1973)

･l) PGM2212迫伝子塾の固定から推察されるヤクザル

の爪始卦爪印の小ささ
庄武孝義･大介よし子･野沢 謙
抑18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

5) ニホソザルの群間近伝的変災

野沢鎌･旺武弾衣･大介よし子

的18回ブl)マーチス研死金 (1'J74)

6) EntwicklungderHominiden

AkiyoslliEhara

ドイツ地fZff学会例会 (197JI)

7) クマオソヒマラヤ四部のアカゲザルの生態
和 ロ ー LJE

約18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

生活史研究部門

杉山串九 ･′J､LU打紺I

田中二郎 ･大沢秀行

研 究 概 要

1) こホソザルの個体群生態学的研兜

杉山串九･小山直樹 ･大沢秀行

2) イソド亜大陸を小心とする狭舟投の動物地理学的研

兜

杉山率九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1).2)については年報折3巻8式参照｡

3) ェチオビア高原における//ラダヒヒの社会生態学的

研兜1)

大 沢 秀 行

昭和1811･15)]より49年3月まで,よチオビアにおいて

浪花のTUJ･1光な行なった(海外との交流のgi参m).4名の

Jt･同訂.''班であるが,大沢秀行の分担はとくに,ゲラ〆ヒヒ

の pol)ulalionecologyを中心にしたものである.social

unitの仰作数変動お よびその要因解析,groupingの

dynamicsの耶析などから,群れの構造の究明へアブロ

I)河合雅雄 ･茶 杓代 (以上社会研究部門),岩本俊拳

(九大･PJ!)との共同研究｡

-チなiuめ,さらにはこの祉金剛出とm作数il.iJL刑,3UT･ljと
のLiU旅を追求してゆく｡T剛1;数'A:湖 ･祉仝7変動の研兜に

は托柑JのT)Ll･]ffが必Tlriであり,今枚のTU.I,は なn･相中であ
る｡

4) 狩孤採H5凪 汎拐氏のiLi,fEl人肌判 '.J研兜
tlJIJJ二 郎

1.現1/'･8才机拭H3民を対魚に,iLIA伴 的研兜な行なっ
ている (年報 yol･3,I,.8劇附).(]ホ汁事犯城におけ

る漁拐民,ア71)れ コソゴ森林のピグミー称をブッ

シュマソとの対比において研究しつつある｡

2.野生チソノミソジーの社会 ･生腔,777)カの遊牧

民の生態を研究し,狩猟･採集 ･漁拐民との比較的な

視点から,ホミニゼ～ショソの過程における,生活様

式,社会の復元を試みようとする｡

総 説

1)Sugiyama,Y.(1973):Thesocialstructureofwild

chimpanzccs-ArcvicwoffieldstudiesJnCompar･

CLLbeEcoEogJa〝dBchauiowoJPn'matcs.(Michae),

R.P.良J.lLCr∞ked.)pp.375-410.Academic
Prcss,IJOndon.

2) 杉IU串九(1973);動物の社会.新しい生物学史一現

代吐物'Ilvlの灰川と押)F:L･くt'Bul群糾) pp.171-183.

他人凹肌 jJtJJ-(0

3) 小山fEf捌(1974);比Ill郡の分要せ-その仕組みと血縁
LH係.アニマ 2:31-36｡

4) 田中二郎(1973):托･1Ji和紙氏における柴田の生態o
からだの科学 52:111-1150

論 文

1) Sugiyama,Y.(1973):Socialorganizationofwild

chimp･･lnZeCS.InBcAavJ'OroEReg'uEatoTSOJ'Bchauio'

t'nPn'maLcs.(Carpenter,C.R.ed.)pp.68180.

BucknellUniv.l'ress,LeWisburg.

2) 杉III串九･大沢秀行(1974):鈴鹿山系霊仙山生息の

ニホソザルの個体群動態.Ⅰ概紋｡日生態会誌24:

50-590

3)Koyama,N.(1973):Dominance,gr00ming,aIld

clasped-Sleeplngrelationshipsamongtx)nnetmon･

keysinIndia.Pn'maEcs14:225-244.

4) 田中二郎(1974):プッシュマソの生態.生態学訳出

･25｢人炉の生倍｣pp.611910共立出版,jjと31(.

報 告 そ の 他

17lTf山串九 ･大沢秀行(1974):氾仙山iL:瓜ニホソザル

の個体群動態.オスの吐括史-ニホソザル地域桐作

郡の研究Ⅰ(和田一雄･刀三弦･杉ILl串丸嗣)pp.55-
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